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母子家庭や父子家庭などの片親世帯の
方々に無料で食材を配布する活動

フードパントリーとは



Phase.1

「総合的学習の時間」



高校２年（1学期）総合的学習の時間に、

「社会課題解決のためにアクションを起こす」

ということを目標にグループで活動を始めた。

Phase.1



Group discussionで出たキーワード

貧困

子供 食

フードパントリーを開催することを決意！



Phase.2

立ちはだかる壁



フードパントリーを開くといってもどうしたら
よいか分からなかった。

フードパントリーを開催している団体
に話を聞きに行こう



鶴ヶ島市フード
パントリー
カローレさん



Resultsー訪問して判明したこと

「高校生という壁」

・高校生には個人情報を取り扱うのが難しい
・協力者を増やす必要がある



どうしても開催したかったので、企画書を
作成し学校に提出・・・・・・

→先生方に止められてしまう

しかし、



最終的に誰が責任をとるのか？



Phase.3-Reflection

自分に不足しているもの・原因



自分達は全然フードパントリーのこと
を分かっていなかった

３つのフードパントリーへ
見学・体験をしに行く。



ふじみ野市～ココロンくらぶ～

大井協同診療所
〒３５６-００５０
ふじみ野市ふじみ野１-１-１５

毎月第３火曜日
１７：３０～１９：３０

①食事提供
②学習支援
③地域交流



川越市～本応寺～

①食料を配当

②「寺子屋」として学習支援

③お寺カフェを開催

本応寺
〒350-0824
埼玉県川越市石原町一丁目4-10

偶数月に月１回



富士見市
～富士見みんなでプロジェクト～

①お弁当の配布

②学習支援

富士見市民福祉活動センターぱれっと
〒354-0021 
埼玉県富士見市大字鶴馬１９３２-７

月１回
１７：００～１８：００



Phase.4

「人」との出会い



富士見市でフードパントリーを開催している、
東海林さんと出会い、協力してもらえること
になった

人脈が一気に広がり、開催できるようになった



学校の授業の中では、開催できずに終わってしまった

→開催できなかったことが悔しく
個人的に活動を続ける



Phase.5

開催



開催するために県庁で話し合いを行った

・埼玉フードパントリーネットワーク代表 草場さん

・少子政策課 石井さん

・アドバイザーの東海林さん

・県内の企業（自動車販売） 西山さん 轟さん



県庁での打ち合わせの結果、筑波大学附属坂戸
高等学校でフードドライブを実施することに！

フードドライブとは？

家庭で余っている食品を持ち寄り、それを
必要としている方々や団体に寄付をする活動





東京新聞の方に取材
していただきました

https://www.tokyo-
np.co.jp/article/85486



2021年2月14日坂戸市
初のフードパントリーを開催

・14世帯の方が参加してくださった







一般社団法人シンビオージの山口さんと出会う

→県内で企業（自動車販売）をしている方と
連携してパントリーを行うことになった



「おひさま」
の立ち上げ



第二回

2021年4月25日 フードパントリーを開催

本校がコロナ感染対策の為、使用できなかったの
で、埼玉県内の自動車工場の場所を借りて行いま
した。





東京新聞の方に取材して
頂きました

https://www.tokyo-
np.co.jp/article/101909



第三回

2021年5月9日 フードパントリーを開催

イベントとしてバルーンアートをしまし
た！







Conclusion-この経験を通じて得られたこと

☑アクションを起こすこと

☑協力者をふやすこと

☑周囲の人たちに訴えかけること



今後の展望

・食材を配布するだけではなく、参加者の方と

の「交流」を大切にするフードパントリーへ

・フードパントリーの存在をもっと多くの方々に

知っていただく



Facebook



ご清聴ありがとうございました


